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第８次栽培漁業基本計画に係る技術開発の進捗状況について 
 
【令和４年度第２回北海道栽培漁業技術開発協議会】 
１ 開 催 日  令和５年３月９日（木） 
２ 開催場所  Web 開催（zoom） 
        （道庁内会場：道庁 11 階水産林務部１号会議室） 
３ 出 席 者 （国研）水研機構水産技術研究所企画調整部門 特任部⾧（宮古） 
       （公社）北海道栽培漁業振興公社 栽培推進部⾧ 
       （地独）道総研各水産試験場 各部⾧ 
        北海道水産林務部水産局 漁業管理課⾧、水産振興課⾧ 
〇令和４年度の技術開発進捗状況 
 
（１）放流推進種 

種類 R3 技術開発段階 R8 技術開発目標 計画期間中の具体的目標 技術開発の進捗状況等について（R4） 
ヒラメ E: 

事業化実証期 
F: 

事業実施期 
小型種苗の合理的算定手法の開発と
種苗放流効果の検証 

現在の放流効果算定方法より精度の高い手法を検
討中。また、耳石の形状や年輪構造の違いから天然魚
・人工魚の識別できる技術を開発中。 

親魚のアクアレオウイルス検査方法
（中和試験法）の最適条件の解明 

 中和試験の最適条件（培養液の条件、試験実施温度、
検体の保存温度など）を解明中。今後、改良中和試験
法を用いた親魚検査のマニュアルを作成する。 

マツカワ E: 
事業化実証期 

F: 
事業実施期 

放流効果と再生産効果の解明 天然魚・人工魚の識別のため、耳石の微細構造と無
眼側体色変異との相関について解明中。再生産効果に
ついては、R5 年度から市場調査を行い検証していく。 

 
雌雄比適正化条件の検討 雌雄比に与える水温と密度の複合影響を調査中。密

度については、現在の種苗生産現場の飼育密度以上で
飼育した結果、令和４年度は、８割近くが雄になった。  
水温については、14℃弱が雌率を高くするのに効果的
である可能性が示された。 
  

稚魚の VNN ウイルスの早期診断技術
の開発（ヒラメ・マツカワ） 

結果判明までの期間を、これまでの７日間から４日
間に短縮可能な方法が判明した。今後は、より低ウイ
ルス濃度での診断可能な技術の開発を進める。 

 

資料２ 
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ニ シ ン
（日本海
南部） 

C: 
放流技術開発 

D: 
事業化検討期 

環境要因（水温、餌料）による放流適
期の解明や中間育成による種苗生産
効果の検証 

 後志南部地区は令和７年度、檜山地区は令和６年度
まで道によるニシン種苗放流支援を継続。中間育成時
の餌料に魚油（フィードオイル）を添加することによ
り飢餓耐性を向上させる取組を行うが、放流適期が今
後判明することにより、さらなる放流効果向上を図
る。 
 

エゾバフ
ンウニ 

F: 
事業実施期 

F: 
事業実施期 

効率的な種苗生産技術の開発 多段式トレイにより、効率的な技術を開発したが、
今後は技術の実証、技術支援が課題。また、設備導入
のコストを抑えるため、種苗生産工程の初期に当該設
備を導入なども検討可能。 

 
マナマコ C: 

放流技術開発 
D: 

事業化検討期 
30 ㎜以上の大型マナマコ種苗の安定
生産 

20℃弱が飼育水温として最も適温であることが明
らかになった。引き続き基礎研究を進める。 

 
放流種苗の成⾧や生存年数、漁獲回収
率等から、資源添加効果を検討し、放
流技術マニュアルを作成する 

寿命は 10 年以上、個体間で成⾧差大、放流サイズ
別の漁獲回収率・投資効果率等を明らかにした。これ
までの試験研究を踏まえ、R４年度中にマニュアルを
公開する予定。 

 
 
 
（２）養殖推進種 

種類 R3 技術開発段階 R8 技術開発目標 計画期間中の具体的目標 技術開発の進捗状況等について（R4） 
ホタテガ
イ 

− F': 
養殖実施期 

養殖過程におけるへい死発生要因解
明と効果的な対策の構築 

 生産不調には種苗の成育良否が強く影響することが
明らかになったため、引き続き養殖漁場における海洋
環境や養殖施設の動揺（時化などによるかごの揺れ）
などについてモニタリングを実施する。 
 

マガキ − F': 
養殖実施期 

道産マガキ種苗の安定供給に向けた、
現場実践可能な種苗生産技術の開発 

 現場で実践可能なシングルシード生産技術の開発に
向け、道産マガキからの天然及び人工採苗のための条
件を検討した。 
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マナマコ B: 
量産技術開発期 

C': 
養殖技術開発期 

港湾等の半閉鎖海域を利用した粗放
的養殖技術の開発 

 マナマコが、密を避けて移動すること、転石があれ
ばそこに留まることなど、これまでの研究から移動に
関する行動特性が見えてきたことから、引き続き行動
特性を調査し、粗放的（野放し、囲いなし）な環境下
での養殖技術開発を目指すこととしている。 
 

 
 
（３）技術開発推進種、その他 

種類 技術開発目標 計画期間中の具体的目標 技術開発の進捗状況等について（R4） 
シシャモ B: 

量産技術開発期 
大型種苗生産技術の開発 体⾧が 30 ㎜になると（ハンドリング耐性）干出にも高水温にも強くな

る傾向が見られたので、R5 以降は、大型種苗を作るために必要な工程の検
討（仔魚期における飼育水温、照射条件、給餌条件等）を調査する。 

 
ツブ類 − 北海道太平洋の主要水揚港における

銘柄別漁獲状況の調査及びツブ類を
構成する各種群の実態解明 

 令和５年度以降、北海道太平洋側におけるツブ類の種組成を整理し、ツ
ブ類の種判別マニュアル作成を目指す。 

エゾボラの生息環境および食性の解
明 

 エゾボラの初期生態についての知見がないことから、令和５年度以降、
生息漁場の底質、生物相、食性について明らかにしていく。 
 

ケガニ − 効率的な種苗生産技術の開発  抱卵雌ガニを入手し、卵発生のデータを入手した。令和５年度以降、異
なる温度での卵発生の観察、抱卵雌の入手時期など、基礎データを取りま
とめ、小規模水槽を用いて、効率的な飼育方法を検討する予定。 
 

 


